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政治改革史検証会議 

 
 「政治改革史検証会議」は、竹下内閣から今日に至る「政治改革」の軌跡を、その時々の

日本の政党政治の歩みを踏まえながら今一度通史的に振り返ってみようという思いで立ち

上げるものです。   
 
そうした検証の営みを通じて、日本政治の今を考えるための視座をできるだけ多くの方々

と共有すること、今日に至る政治改革の記憶を、若手の政治家や研究者に継承していくこと

を目的としています。 
 
将来的には、政治に携わる方々が最低限読んでおかねばならない基本文献や資料を洗い出

し、出版することも視野に入れています。 
 

 次の総選挙は、日本の政党政治にとって、これまで進められてきた政治改革にとって、き

わめて重い決定的な選挙になるような気がします。そうした時期を迎えているからこそ、私

たちは改めてこれまでの歴史をきちんと整理し、この１年がいかに大切さであるかを共有し

ておきたいと考えます。 
 
 

１． 座長        佐々木 毅  前東大総長 
 
２． 副座長（主査）   田中 宗孝  日本大学教授 

 
３． 運営幹事      

 
当時を知る、マスメディア、学識者の皆様にご就任いただき、    

会議の運営に関する助言、進行役等を分担いただく。  
    
４． 運営委員       ２０数名程度（学識者、マスコミ関係者） 
 
５． 国会議員      与野党若干名の国会議員の参加を得て活動する 
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第１クールの検討予定表 
 
◆第１回（6 月 18 日開催）「竹下内閣・宇野内閣・海部内閣」1988 年～91 年 
     リクルート事件・消費税騒動 

日米構造協議・冷戦終焉・天安門事件・湾岸戦争 
     政治改革大綱・自民党政治改革本部 
     第 8 次選挙制度審議会 
     海部内閣における政治改革法案の審議未了・廃案 
     党内改革推進派と慎重・反対派の対立（自社若手議員の活動）  
◆第２回（７月 1 日）「宮沢内閣」1992 年～93 年 
     超党派議員組織の胎動・「民間政治臨調」の誕生 
     東京佐川急便事件・竹下派分裂・ＰＫＯ法 

第 126 回国会における政治改革法案審議 
     宮澤内閣不信任案可決と第 40 回総選挙 
◆第３回（７月 22 日）「細川内閣と政治改革法の成立」1993 年～94 年 
     連立政権をめぐる攻防・細川内閣の発足 
     衆議院における政治改革法案審議 
     参議院本会議における政治改革法案否決 
     細川・河野会談と政治改革法成立 
◆第４回（７月 29 日）「羽田内閣・村山内閣」1994 年～95 年 
     国民福祉税騒動と細川内閣退陣 

羽田内閣と改新騒動 
村山内閣（自社さ政権）の発足 
阪神・淡路大震災、地下鉄サリン事件 
新進党の結成    

◆第５回（8 月開催）「橋本内閣・小渕内閣・森内閣」1996 年～2001 年 
     第 41 回総選挙（第 1 回並立制選挙、橋本内閣時） 

橋本内閣における「行政改革会議」（省庁再編、官邸機能強化等） 
地方分権一括法・司法制度改革・金融国会 

     新進党の解党 
自自連立→自自公連立→自公保連立 
第 42 回総選挙（第 2 回並立制選挙、森内閣時） 

◆第６回（８月開催）「小泉内閣・安倍内閣・福田内閣」2001 年～2008 年 
     聖域なき構造改革、経済財政諮問会議、官邸主導 
     米国同時多発テロ 

第 43 回総選挙（第 3 回並立制選挙、マニフェスト導入、小泉内閣時） 
第 44 回総選挙（第 4 回並立制選挙、郵政解散、小泉内閣時） 
大連立騒動 
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